
　

日
本
の
地
方
自
治

　

日
本
の
地
方
自
治

体
の
数
は
ど
の
く
ら

体
の
数
は
ど
の
く
ら

い
か
ご
存
知
で
し
ょ

い
か
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？　

今
年

う
か
？　

今
年
1010
月

1010
日
の
時
点
で
、
合

日
の
時
点
で
、
合

計
１
，
７
４
１
に
な
っ
た
そ

計
１
，
７
４
１
に
な
っ
た
そ

う
で
す
▼
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研

う
で
す
▼
ブ
ラ
ン
ド
総
合
研

究
所
が
実
施
し
て
い
る
「
地

究
所
が
実
施
し
て
い
る
「
地

域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
２
０
１

域
ブ
ラ
ン
ド
調
査
２
０
１

６
」
が
発
表
さ
れ
、
都
道
府

６
」
が
発
表
さ
れ
、
都
道
府

県
別
で
は
、
１
位
が
北
海

県
別
で
は
、
１
位
が
北
海

道
、
神
奈
川
県
は
５
位
。
市

道
、
神
奈
川
県
は
５
位
。
市

町
村
別
で
は
１
位
が
函
館

町
村
別
で
は
１
位
が
函
館

市
、
２
位
が
京
都
市
。
５
位

市
、
２
位
が
京
都
市
。
５
位

に
横
浜
市
、
７
位
に
鎌
倉
市

に
横
浜
市
、
７
位
に
鎌
倉
市

と
い
う
結
果
で
し
た
。
前

と
い
う
結
果
で
し
た
。
前

年
、
鎌
倉
市
は
８
位
で
し
た

年
、
鎌
倉
市
は
８
位
で
し
た

▼
鎌
倉
市
で
「
自
分
の
ま
ち

▼
鎌
倉
市
で
「
自
分
の
ま
ち

な
ん
だ
か
ら
自
分
た
ち
で
な

な
ん
だ
か
ら
自
分
た
ち
で
な

ん
と
か
や
っ
て
み
よ
う
と
い

ん
と
か
や
っ
て
み
よ
う
と
い

う
想
い
を
共
有
し
て
行
動
す

う
想
い
を
共
有
し
て
行
動
す

る
た
め
の
条
例
素
案
（（
仮

る
た
め
の
条
例
素
案
（（
仮

称
）
市
民
活
動
推
進
条
例
）

称
）
市
民
活
動
推
進
条
例
）

へ
の
意
見
募
集
」
が

へ
の
意
見
募
集
」
が
1111
月
に
月
に

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
市

実
施
さ
れ
ま
し
た
。
鎌
倉
市

が
よ
り
魅
力
的
な
地
域
と
な

が
よ
り
魅
力
的
な
地
域
と
な

る
機
会
に
な
る
の
で
は
と
期

る
機
会
に
な
る
の
で
は
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

待
し
て
い
ま
す
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

　

▼

　

▼
御
鎮
座
記
念
祭

御
鎮
座
記
念
祭　

1616
日

1010
時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。

時
、
鶴
岡
八
幡
宮
。
1717

時
、
神
楽
奉
納
。

時
、
神
楽
奉
納
。

　

▼

　

▼
歳
の
市

歳
の
市　

1818
日
９
〜

日
９
〜
2121

時
頃
、
長
谷
寺
参
道
。
だ
る

時
頃
、
長
谷
寺
参
道
。
だ
る

ま
や
熊
手
の
縁
起
物
、
し
め

ま
や
熊
手
の
縁
起
物
、
し
め

飾
り
な
ど
の
露
店
が
並
ぶ
。

飾
り
な
ど
の
露
店
が
並
ぶ
。

1717
時
〜
拝
観
無
料
。

時
〜
拝
観
無
料
。

　

▼

　

▼
大
祓
・
古
神
礼
焼
納
祭

大
祓
・
古
神
礼
焼
納
祭

　

3131
日
鶴
岡
八
幡
宮
。

日
鶴
岡
八
幡
宮
。

　

大
祓

　

大
祓
1111
・
1313
・
1515
時
。
時
。

　

古
神
礼
焼
納
祭

　

古
神
礼
焼
納
祭
1616
時
。
時
。

　

▼

　

▼
除
夜
祭

除
夜
祭　

3131
日
1717
時
、
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。

鶴
岡
八
幡
宮
。

　

▼

　

▼
除
夜
の
鐘
の
つ
け
る
寺

除
夜
の
鐘
の
つ
け
る
寺

　

円
覚
寺
内
正
続
院
、
建
長

　

円
覚
寺
内
正
続
院
、
建
長

寺
、
大
船
観
音
寺
、
光
明

寺
、
大
船
観
音
寺
、
光
明

寺
、
浄
光
明
寺
、
青
蓮
寺
、

寺
、
浄
光
明
寺
、
青
蓮
寺
、

瑞
泉
寺
、
東
慶
寺
、
長
谷

瑞
泉
寺
、
東
慶
寺
、
長
谷

寺
、
本
覚
寺
、
杉
本
寺
、
満

寺
、
本
覚
寺
、
杉
本
寺
、
満

福
寺
、
妙
本
寺
、
薬
王
寺
、

福
寺
、
妙
本
寺
、
薬
王
寺
、

龍
宝
寺
、
浄
智
寺
な
ど
。

龍
宝
寺
、
浄
智
寺
な
ど
。

 

（
詳
細
は
各
寺
へ
）

（
詳
細
は
各
寺
へ
）

　

鎌
倉
市
梶
原
の
鎌
倉
青
果

　

鎌
倉
市
梶
原
の
鎌
倉
青
果

地
方
卸
売
市
場
で
は
毎
朝
７

地
方
卸
売
市
場
で
は
毎
朝
７

時
半
か
ら
競
り
が
始
ま
る

時
半
か
ら
競
り
が
始
ま
る
＝

写
真
写
真
。
み
ず
み
ず
し
い
ホ
ウ

。
み
ず
み
ず
し
い
ホ
ウ

レ
ン
ソ
ウ
、
コ
マ
ツ
ナ
、
レ

レ
ン
ソ
ウ
、
コ
マ
ツ
ナ
、
レ

タ
ス
な
ど
の
葉
物
、
ダ
イ
コ

タ
ス
な
ど
の
葉
物
、
ダ
イ
コ

ン
や
カ
ブ
、
ニ
ン
ジ
ン
の
色

ン
や
カ
ブ
、
ニ
ン
ジ
ン
の
色

も
目
に
鮮
や
か
。
競
り
人
が

も
目
に
鮮
や
か
。
競
り
人
が

順
番
に
回
っ
て
競
り
落
と
し

順
番
に
回
っ
て
競
り
落
と
し

て
い
く
。
「
最
近
で
は
競
り

て
い
く
。
「
最
近
で
は
競
り

が
行
わ
れ
る
の
は
う
ち
ぐ
ら

が
行
わ
れ
る
の
は
う
ち
ぐ
ら

い
で
は
」
と
鎌
倉
青
果
・
高

い
で
は
」
と
鎌
倉
青
果
・
高

橋
伸
行
社
長
。

橋
伸
行
社
長
。

　

同
市
場
で
は
、
２
０
１
３

　

同
市
場
で
は
、
２
０
１
３

年
３
月
に
「
鎌
倉
い
ち
ば
ブ

年
３
月
に
「
鎌
倉
い
ち
ば
ブ

ラ
ン
ド
」
の
商
標
登
録
を

ラ
ン
ド
」
の
商
標
登
録
を

し
、
市
場
に
出
荷
さ
れ
る
良

し
、
市
場
に
出
荷
さ
れ
る
良

質
な
野
菜
を
地
産
地
消
と
し

質
な
野
菜
を
地
産
地
消
と
し

て
地
元
だ
け
で
な
く
全
国
に

て
地
元
だ
け
で
な
く
全
国
に

販
路
を
拡
大
し
て
い
る
。

販
路
を
拡
大
し
て
い
る
。

　

鎌
倉
い
ち
ば
ブ
ラ
ン
ド

　

鎌
倉
い
ち
ば
ブ
ラ
ン
ド

は
、
使
用
し
た
農
薬
な
ど
の

は
、
使
用
し
た
農
薬
な
ど
の

履
歴
を
提
示
す
る
な
ど
の
条

履
歴
を
提
示
す
る
な
ど
の
条

件
を
満
た
し
、
「
安
心
、
安

件
を
満
た
し
、
「
安
心
、
安

全
、
美
味
し
い
」
と
認
め
ら

全
、
美
味
し
い
」
と
認
め
ら

れ
た
青
果
物
で
、
ロ
ゴ
マ
ー

れ
た
青
果
物
で
、
ロ
ゴ
マ
ー

ク
も
決
め
て
、
野
菜
を
束
ね

ク
も
決
め
て
、
野
菜
を
束
ね

る
テ
ー
プ
や
販
売
し
て
い
る

る
テ
ー
プ
や
販
売
し
て
い
る

八
百
屋
な
ど
の
の
ぼ
り
旗
に

八
百
屋
な
ど
の
の
ぼ
り
旗
に

使
っ
て
い
る
。

使
っ
て
い
る
。

　

ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
て

　

ブ
ラ
ン
ド
を
立
ち
上
げ
て

　

年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
一
年

　

年
齢
を
重
ね
る
ほ
ど
一
年

が
過
ぎ
る
の
が
速
く
な
る
と

が
過
ぎ
る
の
が
速
く
な
る
と

感
じ
て
い
る
人
は
少
な
く
な

感
じ
て
い
る
人
は
少
な
く
な

い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の

い
と
思
い
ま
す
。
子
ど
も
の

頃
は
毎
日
新
鮮
な
経
験
が
多

頃
は
毎
日
新
鮮
な
経
験
が
多

く
時
間
の
経
過
は
長
く
感
じ

く
時
間
の
経
過
は
長
く
感
じ

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん

て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん

な
こ
と
を
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
て

な
こ
と
を
ぶ
つ
ぶ
つ
言
っ
て

い
る
間
に
早

い
る
間
に
早
1212
月
。
今
年
の

月
。
今
年
の

締
め
く
く
り
は
横
須
賀
・
満

締
め
く
く
り
は
横
須
賀
・
満

願
寺
の
不
動
明
王
で
す
。

願
寺
の
不
動
明
王
で
す
。

　

満
願
寺
は
三
浦
義
明
（
大

　

満
願
寺
は
三
浦
義
明
（
大

介
）
の
末
子
、
十
郎

介
）
の
末
子
、
十
郎
義よ

し
つ
ら

よ
し
つ
ら連
が

開
基
で
創
建
当
初
は
現
在
の

開
基
で
創
建
当
初
は
現
在
の

数
十
倍
の
大
伽
藍
を
有
し
、

数
十
倍
の
大
伽
藍
を
有
し
、

先
に
紹
介
さ
れ
た
観
音
、
地

先
に
紹
介
さ
れ
た
観
音
、
地

蔵
と
共
に
伝
運
慶
作
、
運
慶

蔵
と
共
に
伝
運
慶
作
、
運
慶

工
房
作
と
伝
え
ら
れ
る
仏
像

工
房
作
と
伝
え
ら
れ
る
仏
像

が
４
躰
所
蔵
さ
れ
、
芦
名
の

が
４
躰
所
蔵
さ
れ
、
芦
名
の

浄
楽
寺
と
共
に
「
運
慶
マ
ニ

浄
楽
寺
と
共
に
「
運
慶
マ
ニ

ア
は
横
須
賀
へ
行
け
」
と
定

ア
は
横
須
賀
へ
行
け
」
と
定

説
さ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

説
さ
れ
る
ほ
ど
で
す
。

　

不
動
明
王
像
は
観
音
菩
薩

　

不
動
明
王
像
は
観
音
菩
薩

（
重
文
）
よ
り
後
期
の
も
の

（
重
文
）
よ
り
後
期
の
も
の

と
伝
え
ら
れ
、
堂
々
と
し
た

と
伝
え
ら
れ
、
堂
々
と
し
た

存
在
感
が
あ
り
ま
す
。
燃
え

存
在
感
が
あ
り
ま
す
。
燃
え

上
が
る
よ
う
な
光
背
の
火
炎

上
が
る
よ
う
な
光
背
の
火
炎

は
こ
の
世
の
悪
い
も
の
を
焼

は
こ
の
世
の
悪
い
も
の
を
焼

き
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
ま

き
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
凛
々
し
い
お
顔
の
眼
は

す
。
凛
々
し
い
お
顔
の
眼
は

天
地
眼
と
い
わ
れ
、
天
と

天
地
眼
と
い
わ
れ
、
天
と

　

し
か
も
、
三
浦
半
島
は
古

　

し
か
も
、
三
浦
半
島
は
古

来
、
霊
場
巡
り
が
盛
ん
で
、

来
、
霊
場
巡
り
が
盛
ん
で
、

三
浦
薬
師
如
来
霊
場
が
な
ん

三
浦
薬
師
如
来
霊
場
が
な
ん

と
3333
年
に
１
度
の
大
開
帳
で

年
に
１
度
の
大
開
帳
で

す
。
す
。
1212
年
に
１
度
、

年
に
１
度
、
3333
年
に
年
に

１
度
の
ご
縁
が
偶
然
重
な
っ

１
度
の
ご
縁
が
偶
然
重
な
っ

て
の
大
開
帳
は
滅
多
に
な
い

て
の
大
開
帳
は
滅
多
に
な
い

こ
と
。
こ
の
ご
縁
に
両
霊
場

こ
と
。
こ
の
ご
縁
に
両
霊
場

会
は
歩
み
寄
り
、
大
開
帳
が

会
は
歩
み
寄
り
、
大
開
帳
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
来

決
定
さ
れ
ま
し
た
。
ぜ
ひ
来

年
４
月

年
４
月
2828
日
か
ら
５
月

日
か
ら
５
月
2828
日

の
１
カ
月
間
、
お
参
り
く
だ

の
１
カ
月
間
、
お
参
り
く
だ

さ
い
。
病
と
悪
な
き
世
を
御

さ
い
。
病
と
悪
な
き
世
を
御

仏
は
守
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と

仏
は
守
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

で
し
ょ
う
。

　

さ
ら
に
来
年
秋
、
東
京
国

　

さ
ら
に
来
年
秋
、
東
京
国

立
博
物
館
で
大
運
慶
展
が
開

立
博
物
館
で
大
運
慶
展
が
開

か
れ
、
満
願
寺
観
音
・
地
蔵

か
れ
、
満
願
寺
観
音
・
地
蔵

菩
薩
が
ご
出
張
さ
れ
ま
す
。

菩
薩
が
ご
出
張
さ
れ
ま
す
。

　

寄
木
造
、
彩
色
、
玉
眼
。

　

寄
木
造
、
彩
色
、
玉
眼
。

像
高
１
５
８
・
８
㎝
。
鎌
倉

像
高
１
５
８
・
８
㎝
。
鎌
倉

時
代
後
期
。
市
重
文
。

時
代
後
期
。
市
重
文
。

地
、
全
て
を
お
見
通
し
、
睨

地
、
全
て
を
お
見
通
し
、
睨

み
を
き
か
せ
て
い
ま
す
。
お

み
を
き
か
せ
て
い
ま
す
。
お

不
動
さ
ん
の
前
で
は
決
し
て

不
動
さ
ん
の
前
で
は
決
し
て

嘘
は
つ
け
ま
せ
ん
。
ま
た
憤

嘘
は
つ
け
ま
せ
ん
。
ま
た
憤

怒
の
相
と
も
い
わ
れ
、
悪
を

怒
の
相
と
も
い
わ
れ
、
悪
を

威
嚇
し
外
敵
を
調
伏
し
侵
入

威
嚇
し
外
敵
を
調
伏
し
侵
入

も
防
ぎ
ま
す
。
ま
さ
に
守
護

も
防
ぎ
ま
す
。
ま
さ
に
守
護

尊
が
不
動
明
王
な
の
で
す
。

尊
が
不
動
明
王
な
の
で
す
。

　

さ
て
、
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス

　

さ
て
、
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス

で
す
。
来
年
は
酉
年
で
す

で
す
。
来
年
は
酉
年
で
す

が
、
そ
の
守
護
本
尊
が
お
不

が
、
そ
の
守
護
本
尊
が
お
不

動
さ
ま
で
、
酉
年
は
御
開
帳

動
さ
ま
で
、
酉
年
は
御
開
帳

さ
れ
ま
す
。

さ
れ
ま
す
。
1212
年
に
１
度
の

年
に
１
度
の

三
浦
不
動
尊
霊
場
の
大
開
帳

三
浦
不
動
尊
霊
場
の
大
開
帳

な
の
で
す
（
満
願
寺
は
第
三

な
の
で
す
（
満
願
寺
は
第
三

番
霊
場
）
。

番
霊
場
）
。

　

鎌
倉
文
学
館
で

　

鎌
倉
文
学
館
で
1212
月
1111
日

ま
で
特
別
展
「
ビ
ブ
リ
ア
古

ま
で
特
別
展
「
ビ
ブ
リ
ア
古

書
堂
の
事
件
手
帖
」
が
開
か

書
堂
の
事
件
手
帖
」
が
開
か

れ
て
い
る

れ
て
い
る
＝
写
真

＝
写
真
。

　

作
家
・
三
上

　

作
家
・
三
上
延え

ん
え
ん

の
ミ
ス
テ

の
ミ
ス
テ

リ
ー
シ
リ
ー
ズ
で
、
北
鎌
倉

リ
ー
シ
リ
ー
ズ
で
、
北
鎌
倉

の
古
書
店
を
舞
台
に
、
本
に

の
古
書
店
を
舞
台
に
、
本
に

ま
つ
わ
る
謎
や
想
い
を
解
き

ま
つ
わ
る
謎
や
想
い
を
解
き

ほ
ぐ
し
て
い
く
。

ほ
ぐ
し
て
い
く
。

　

作
品
に
登
場
す
る
夏
目
漱

　

作
品
に
登
場
す
る
夏
目
漱

ほ
ど
に
倍
増
し
、
収
益
が
右

ほ
ど
に
倍
増
し
、
収
益
が
右

肩
上
が
り
に
上
昇
。
取
引
を

肩
上
が
り
に
上
昇
。
取
引
を

仕
入
れ
る
八
百
屋
な
ど
の
販

仕
入
れ
る
八
百
屋
な
ど
の
販

売
店
も
昨
年

売
店
も
昨
年
1010
月
か
ら

月
か
ら
4040
人

３
年
、
よ
う
や

３
年
、
よ
う
や

く
軌
道
に
乗
っ

く
軌
道
に
乗
っ

て
き
た
。
同
市

て
き
た
。
同
市

場
に
出
荷
す
る

場
に
出
荷
す
る

生
産
者
約
１
６

生
産
者
約
１
６

０
人
の
う
ち
約

０
人
の
う
ち
約

7070
人
が
ブ
ラ
ン

人
が
ブ
ラ
ン

ド
に
参
画
し
て

ド
に
参
画
し
て

い
る
。
商
品
を

い
る
。
商
品
を

し
た
い
と
い
う
業
者
も
増
え

し
た
い
と
い
う
業
者
も
増
え

て
い
る
と
い
う
。

て
い
る
と
い
う
。

　

高
橋
社
長
は
「
単
価
が
幾

　

高
橋
社
長
は
「
単
価
が
幾

分
高
く
て
も
、
生
産
者
が
手

分
高
く
て
も
、
生
産
者
が
手

間
ひ
ま
か
け
て
育
て
た
新
鮮

間
ひ
ま
か
け
て
育
て
た
新
鮮

で
安
心
安
全
、
お
い
し
い
野

で
安
心
安
全
、
お
い
し
い
野

菜
を
消
費
者
に
届
け
た
い
」

菜
を
消
費
者
に
届
け
た
い
」

と
話
す
。
同
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場
の
野
菜
は

と
話
す
。
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菜
は

市
内
の
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で
。
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内
の
八
百
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な
ど
で
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４
６
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・
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ナ
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ナ

・
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イ

イ

イ１
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チ
イ
チ
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石
や
太
宰
治
、
宮
沢
賢

石
や
太
宰
治
、
宮
沢
賢

治
、
江
戸
川
乱
歩
な
ど

治
、
江
戸
川
乱
歩
な
ど

の
自
筆
原
稿
や
資
料
約

の
自
筆
原
稿
や
資
料
約

百
点
が
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示
さ
れ
、

百
点
が
展
示
さ
れ
、

本
の
話
の
中
に
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場
す

本
の
話
の
中
に
登
場
す

る
同
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同
文
学
館
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店
、
モ
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ー
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駅
、
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里
ガ
浜
海
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駅
、
七
里
ガ
浜
海
岸
な

ど
が
地
図
に
示
さ
れ
て

ど
が
地
図
に
示
さ
れ
て

い
て
、
興
味
深
い
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原
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て
、
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味
深
い
。
原

作
を
読
ん
で
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る
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に
も
い

作
を
読
ん
で
い
る
人
に
も
い

な
い
人
に
も
楽
し
め
る
文
学

な
い
人
に
も
楽
し
め
る
文
学
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倉
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館
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０
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６
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倉
文
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館
☎
０
４
６

７
・
７
・
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・
３
９
１
１

・
３
９
１
１
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倉
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と
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長

鎌
倉
い
ち
ば
ブ
ラ
ン
ド
の
の
ぼ
り
旗
と
高
橋
社
長
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題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

横
須
賀
・
満
願
寺　

不
動
明
王
立
像

横
須
賀
・
満
願
寺　

不
動
明
王
立
像 （6666）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

新
鮮
で
安
心
・
安
全
な
野
菜
を

新
鮮
で
安
心
・
安
全
な
野
菜
を

活
気
あ
る
鎌
倉
青
果
市
場

活
気
あ
る
鎌
倉
青
果
市
場

鎌
倉
文
学
館
で
特
別
展

鎌
倉
文
学
館
で
特
別
展
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リ
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事
件
手
帖
」

「
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リ
ア
古
書
堂
の
事
件
手
帖
」
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